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研究成果の概要（英文）：This research is an overall study about movement and social formation of the
 Korean in Setouchi（ Meiji restoration.～1960’ｓ）. Specifically, the study which made the island 
in Setouchi and the coastal area (in particular, Yamaguchi, Hiroshima and Ehime) a field.The point 
is following 4.
(1) The Policy for Korea and the Korean Japanese Government (Department of the Interior and Ministry
 of Foreign Affairs) used.(2) Development of the polity for Korea and the Korean in Setouchi coast 
and an island by the industrial world and the administrationan (3)The contact at living space with 
Korean and the society of Setouchi coast and an island.(4)Formation of Korean society in the area 


















































































































日中戦争の勃発後、1938 年国家総動員法の公布と 1939 年の国民徴用令の公布によって、「募
集」形式の労働力動員計画が実施された。これがいわゆる強制連行である。太平洋戦争でより






































年 12 月『山野村役場文書』所収）。 
・1920 年代に貧しい朝鮮人が広島県の村落に多く流入し、集団部落を形成していた。彼らの生
活実態調査を県が各村に要請していた（例えば、「朝鮮人移住部落に関する件」1924 年 2 月『山




























〔雑誌論文〕（計 6 件） 
・以下の 6 点はすべて「【特集】近現代の対馬における朝鮮人と現地社会」『大原社会問題
研究所雑誌』706 号、2017 年 8 月所収。すべて「査読無」。 
① 愼蒼宇「特集にあたって」 
② 檜皮瑞樹「明治期の対馬と朝鮮半島」 
③ 愼蒼宇「植民地期の対馬における朝鮮人」 
④ 宮本正明「日本敗戦以降の対馬をめぐる朝鮮・韓国人の在留・移動」 
⑤ 鄭栄桓「対馬在留朝鮮人の「解放五年史」」 
⑥ 宮本正明・鄭栄桓「証言 解放前後の対馬における朝鮮人の生活と運動――辛正寿氏に
聞く」 
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